
（
１
）
換
気

　

換
気
は
こ
ま
め
に
行
い
ま
す
。
冬
場
、

北
西
の
強
風
に
注
意
が
必
要
で
す
。
換

気
を
す
る
際
は
、
急
な
温
度
変
化
や
ト

ン
ネ
ル
が
剝
が
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
、

風
を
受
け
る
面
の
反
対
側
か
ら
行
い
ま

す
。
換
気
の
目
安
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
が

30
℃
を
超
え
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
こ

と
が
好
ま
し
い
で
す
。

〇
換
気
孔
が
あ
る
場
合
：
１
月
下
旬

〇
換
気
孔
が
な
い
場
合
：
１
月
上
旬

　

生
育
初
期
か
ら
換
気
の
し
す
ぎ
は
、

低
温
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
生
育
遅
滞

や
生
理
障
害
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
過
度
の
温
度
変
化
は
葉
柄
や
軸
の

裂
傷
症
状
、
か
さ
ぶ
た
症
状
（
ホ
ウ
素

欠
乏
）
を
助
長
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、

徐
々
に
換
気
す
る
箇
所
を
増
や
し
ま
し

ょ
う
。

（
２
）
ト
ン
ネ
ル
除
去

　

ト
ン
ネ
ル
除
去
が
遅
れ
る
と
、
高
温

障
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
３

月
以
降
の
気
温
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
例
年
３
月
上
中
旬
が
一
つ
の
目
安

に
な
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
生
育

状
況
に
よ
っ
て
除
去
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

　

高
温
障
害
に
よ
り
、
花
蕾
の
形
状
が

乱
れ
る
こ
と
で
、
病
害
の
発
生
が
増
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
は
、
ト
ン
ネ
ル

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
栽
培
期

間
の
防
除
が
困
難
で
す
。
換
気
を
こ
ま

め
に
行
い
、
発
病
し
に
く
い
環
境
づ
く

り
が
重
要
で
す
。

（
１
）
花
蕾
腐
敗
病
（
細
菌
）

　

主
な
病
徴
は
、
花
蕾
が
水
浸
状
に
腐

敗
し
、
腐
敗
臭
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま

す
（
写
真
２
）。
花
蕾
形
成
期
に
曇
天

や
降
雨
、
窒
素
過
多
な
ど
で
発
生
を
助

長
し
ま
す
。

（
２
）
黒
す
す
病
（
糸
状
菌
）

　

主
な
病
徴
は
、
下
位
葉
・
上
位
葉
・

花
蕾
・
葉
柄
な
ど
に
黒
色
小
斑
点
が
生

じ
ま
す
（
写
真
３
）。

　

降
雨
と
強
風
に
よ
り
、
発
病
が
拡
大

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
水
滴
や
泥
は

ね
を
介
し
て
、
下
葉
の
斑
点
か
ら
上
位

葉
や
花
蕾
な
ど
へ
感
染
が
広
が
る
た
め
、

下
位
葉
の
感
染
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ト
ン
ネ
ル
除
去
後
は
殺
菌
剤
を

散
布
し
ま
し
ょ
う
。
毎
年
、
発
病
が
多

い
場
合
に
は
、
定
植
前
に
苗
か
ん
注
処

理
を
行
い
対
策
し
ま
し
ょ
う
。

　

春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
時
期
は
、

11
月
～
５
月
頃
と
な
り
、
低
温
・
高
温

に
合
わ
せ
た
管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

栽
培
管
理
の
要
点
を
確
認
し
て
、
品
質

の
良
い
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

（
１
）
温
度
管
理

　

発
芽
適
温
：
20
～
25
℃

　

生
育
適
温
：
15
～
25
℃

　

育
苗
ハ
ウ
ス
の
温
度
・
湿
度
の
管
理
、

特
に
温
度
が
安
定
し
な
い
と
発
芽
や
生

育
揃
い
が
悪
く
な
り
ま
す
。

（
２
）
べ
と
病
対
策
（
苗
）

　

べ
と
病
は
、
20
℃
前
後
・
多
湿
条
件

下
で
分
生
子
の
形
成
が
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。
特
に
７
～
15
℃
で
は
病
原
菌

が
活
発
に
な
り
ま
す
。
育
苗
ハ
ウ
ス
内

で
の
発
病
リ
ス
ク
が
高
く
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
早
期
の
防
除
が
効

果
的
で
す
。
大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

で
は
「
レ
ー
バ
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル
」
を
使

用
し
た
散
布
試
験
を
し
て
い
ま
す
（
写

真
１
）。
そ
の
結
果
、
発
芽
後
７
～
９

日
程
度
で
の
散
布
が
べ
と
病
の
発
病
を

抑
え
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
農
薬

の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
登
録
情
報
に

基
づ
い
て
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２ 

生
育
期
の
管
理
（
本
ぽ
）

３ 

注
意
し
て
ほ
し
い
病
害

１ 

育
苗
期
の
管
理

春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培

品
質
を
向
上
さ
せ
る
管
理
と
は
？

（写真１）「レバースフロアブル散布試験」
（左）発芽後９日処理・（中央）発芽後７日処理・（右）無処理

（写真３）
黒すす病

（写真２）
花蕾腐敗病


